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ドイツ語の Syntagma
?
藤 好 文
かつて本誌に『ドイツ文の構造』と題する論文を載せたことがある．後
それを改訂増補して親和女子大学の『研究論叢』に載せたこともある．し
かし今のわたしはそれらを書いた時とは考えが変わっているので，新しく
書き直したいと思う．
Paradigmaは語形の変化の問題であるが， Syntagmaは文中の語と
語の関係である.Paradigmaにおける変化の単位を Digmemと呼び，
Syntagmaの単位を Tagmemと呼ぶことにする.Tagmemとして機
能する最小の単位は Morphemであるが， 今は単語を最小の Tagmem
と考えることにする．もっとも単語とは何かということはあまりはっきり
しない．普通一つづりに書かれるものが一つの単語と考えられるが，どこ
までを一つづりに書くかということはただ慣用によって決まっているに過
ぎない場合もある．しかし今はその慣用に従っておくことにする．
まず一つの単語が一つの Tagmemとなる場合の単語と単語の間の関係
には次のようなものがある
1. kleine kinder 
l ↑ 
2. lustig spielen 
↑ 
3. schach spielen 
I ↑ 
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??
lustig sein
↑
kinderspielen
↑
4
5
1
6． eltern,
’
kinder
l
1から5までは，右側のTagmem,すなわち矢じるしの向かっている
方がGrundtagmemで，左側の，矢じるしの出ているTagmemによっ
て，文法的に補足されている． だから矢じるしの出ている方はKomple-
rnenttagmemである．そして1のKomplementtagmemはAttribut,
2はAdverbiale,3はObjekt,4はPridikativ,5はSubjektで
ある． SubjektのGrundtagmemは特にPridilKatという．6は二つ
のTagmemが対等な関係で並んでいるので，どちらがどちらを補足して
いるのでもない． しかし1から5までは従属関係である．上の例で1，2，
3， 5はGrundtagmemが辞書的意味の中心になっている．このような
関係をendozentrisch(内心的）という．ところが4はGrundtagmem
が文法的機能語で，辞書的意味の中心はKomplementtagmemの方にあ
る． このような関係をexozentrisch(外心的）という． これらについて
もう少し詳しく調べて見よう．
’
＊
＊ 器
Attributの典型的なものは冠詞類と形容詞である．冠詞類と形容詞の
AttributにはGrundtagmemの名詞との間に性，数，格の一致(Kon-
gruenz)がある．
daskleinekind
↑
｜
この場合はdasとkleineとがそれぞれ別々にkindのAttributに
なっているのである．
冠詞類は文法的にobligatorisch(必須）なAttributであるが，形容
－265－
????????????????
詞はfakultativ(随意）なAttributである．すなわち
*kindspielt
*kleineskindspielt
のように冠詞類なしでは文法的な文にならないが，
einkindspielt
meinkindspielt
のように冠詞類があれば形容詞はなくても文法的な文になる． しかし，す
ると
kinderspielen
kleinekinderspielen
は冠詞類がなくても文法的な文になっているではないかと言う人があるか
も知れない． しかしこの場合は不定冠詞に相当するものが付いているべき
はずで，現にフランス語では
desenfantsjouent
depetitsenfantsjouent
のように言う．だからドイツ語ではくゼロ冠詞＞が付いていると考えるの
が便利である．複数名詞や物質名詞の不定冠詞はくゼロ＞の形をしている
と考えるのである．
daskleinekindという表面構造(Oberflachenstruktur)の奥に深部構
造(Tiefenstruktur)としてdaskindistkleinという文があると考える
ことができる． fakultativなAttributの場合にはこのように考えること
ができるのである．
blume
↑
die
l
weiBe
l
groBe,
I
I
このgroBeとweiBeとは並列で，並列のgroBe,weiBeがblumeの
Attributになっているのである．
diegroBe,w iBewand (1)
↑
－266－
I
11
die groBeweiBe wand
↑
(2)
↑
（1)は「大きな白い壁」の意味で，（2)は「大きなスクリーン」の意味であ
る． (2)ではweiBewandが一つのSemantemになっているから，この
weiBeはfakultativではない．(1)の深部構造にはdiewandistgroB
undweiBという文があるが,(2)の深部構造にはdieweiBewandist
gro6という文がある．発音の上では
die!gro6e!weiBe､wandII (1)
die!groBe､weiBe!wandI (2)
のように区別される．
I
diesesmeinkind
↑
allmeinekinder
l l ↑
soeinkind
l l ↑
このように冠詞類が二重に付くこともある．副詞がAttributになる時
にはGrundtagmemのあとに置かれる．
diekinderdort
↑
形容詞が語尾なしであとに置かれることもある．
rOsleinrot
↑
前置詞句の例は多い．
diekinderimgarten
↑ ’
I
副文のAttributもあとに置かれる．
diekleine
l l
kinder,
↑
dieimgartenspielen
’
不定詞がAttributになる時もあとに置かれる．
－267－
??????????‐???‐????????
diekunst
l ↑
zu schreiben
l l
(3)
I
(4)etwas
↑
zuessen
l l
I
(3)のzuschreibenの深部構造にはmanschreibtという文がある，
(4)のzuessenの深部構造にはmani6tetwasという文がある．すなわ
ち(3)と(4)は表面構造は同じだけれど深部構造が違う．
Genitivの名詞句がAttributになる時もあとに置かれるのが普通であ
る．
diehanddermutter
↑l 1 L－」
Genitivの名詞句が前へ来ると冠詞類の代りをする．
dermutterhand
↑ 1
動詞的な意味の名詞，すなわち行動を表わす名詞のAttributになる
Genitivには行動の原因を表わすもの(Subjektsgenitiv)と行動の目的を
表わすもの(Objektsgenitiv)とがある．
dieverwaltungdesfiirsten （5）
↑↑
dieverwaltungdes
l ↑
landes
↑
(6)
’
(5)と(6)は表面構造は同じだが，(5)の深部構造にはderfiirstverwaltet
という文があり， (6)の深部構造にはmanverwaltetdaslandという文
がある．
Apposition(同格）の場合は普通のAttributと少し違う．
kaiserwilhelm
↑
dermonatrn l
↑I
－268－
meinbruder
I I
sabur6
↑I
sabur6,
↑
meinbruder
l l
’
reineke
↑
der fuchs
I 1
I
l
l
l friedrich
↑
der groBe
l l
’
deutschen fiirchtengott
l
(7)w1r
↑
siinder gnadig
l
(8)gott sei rnir
↑
(7)，（8)は代名詞が冠詞の役目をしていると考えることもできる．そう考
えればGrundtagmemとKomplemen廿agmernとが逆になる.Appo-
sitionの場合は一般にGrundtagmemとKomplementtagmemとの差
別が他のAttributの場合ほどはっきりしていない．
次のようなのもAppositionと見るべきである．
werzufriedenist,deristgliicklich
1 ↑
dannistmangliicklich
↑
wennmanzufriedenist,
I 1
’
最後の例はAppositionではあるが,Attributではない．
＊
＊ ＊
Adverbialeの典型的なものは副詞と前置詞句である．
fakultativである.ユ
alleinndemseeschwimmen
l ’ ↑
Adverbialeは
前置詞の付かないAkkusativまたはGenitivの名詞句がAdverbiale
になることもある．
jedenta亭,indemseeschwimmen↑’
－269－
’
?????????
gehen
↑
selnen
l
weg
I
I
des
l
kommen
↑
weges
l
’
名詞（および代名詞）はそのままでは,Appositionの場合を除き，他の
TagmemのKomplementtagmemになることができない．格変化によ
って初めて他のTagmemのSubjektやObjekt｣PAttributf'Ad-
verbialeになることができるのである.2しかし格はその数に制限がある
ので，それを補うために前置詞があるのである．だから前置詞は結局格の
延長で，前置詞句は格変化をした名詞句と同じ資格をもっているわけであ
る．
denmannerwarten (1)(a)
aufdenmannwarten (b)
jedenabendkommen (2)(a)
amabendkommen (b)
（1)はObjekt,(2)はAdverbialeであるが，どちらにおいても(a)の名
詞句と(b)の前置詞句とが同じ資格で使われている．しかし一般にObjekt
には名詞句の方が多く,Adverbialeには前置詞句の方が多い．
いわゆるDativdeslnteresses,possessiverDativ,ethischerDativ
などもAdverdialeと見るべきである．
demgliicklichenschlagtk inestunde （3）
’ ↑
derarztverband
↑
demverwundetendenfuB
l I
(4)
’ I
dervaterschieBtdireinenapfelvombaumaufhundertschritte(5)
↑ ｜ ’ ’ ’ ！ ｛
(3)のdemgliicklichenはDativdeslnteresses,(4)のdemver-
wundetenはpossessiverDativ,(5)のdirはethischerDativである．
なお(5)のvombaumとaufhundertschritteはAdverbiale,(4)の
denfuBと(5)のeinenapfelはObjektである．
－270－
'不定詞がAdverbialeになることもある．
schwimmengehen
↑
sitzenbleiben
l ↑’
このようにzuの付かない不定詞がAdverbialeになる場合はむしろ一
つの熟語動詞と見るべきである．通常はzuの付いた不定詞がAdverbiale
になる．
gehen,wasserzuholen
↑ ！
このwasserzuholenという不定詞句の深部構造にはjemandholt
ww7asserという文がある．不定詞句にさらに前置詞um,ohne,stattが付
くこともある．
umwasserzuholen
l I
gehen,
↑ I
ohnewasserzuholenbleiben,
I
sitzen
l
’↑
副文がAdverbialeになる場合：
dasfenster6ffnen,damitdiefrischelufteindringt
↑ ’
Adverbialeが文の初めにある時は,Subjektに代って文の主題になる
のが普通である．
dermannkommtheute （6）
’ ↑
(7)dermann
l l
heutekommt
l ↑ ’
（6)は「その男はきょう来る」の意味で,Subjektのdermannが文の
主題であるのに対して， （7)は「きょうはその男が来る」の意味で,Ad-
verbialeのheuteが文の主題になっている．
接続詞は文全体をGrundtagmemとするAdverbialeである．
－271－
?
’er steht, und sie sitzt
l ’ ↑
er steht, weil sie sitzt
l ’ ↑
そして並列接続詞は文をTagmemとして並列させ，従属接続詞は副文
をKomplementtagmemとして主文の中のGrundtagmemに従属させ
ることは言うまでもない．
ersteht,undsiesitzt
Lal
ersteht,weilsie
▲
I
SitZt
l
↑
AdverbialeのGrundtagmemは動詞とは限らない．形容詞や副詞が
Grundtagmemのこともある．
sehrsch6n
↑
nochheute
↑
heute
↑
iiberachtage
l l
I
gerade
l
g geniiber
↑
またAdverbialeが名詞句をGrundtagmemとすることもある．
nurdermensch （8）
｜ ｛ ↑
denmenschen
l I
(9)nur
l ↑
desmenschen
I I
剛nur
l ↑
fiirdenmenschen
I 1
ul)nur
l ↑
(1Dのfiirdenmenschenはもちろん前置詞句である．これらのnur
はmenschという名詞をGrundtagmemとしているのではなく,(8)で
－272－
」’
はNominativの名詞句を,(9)ではAkkusativの名詞句を，側では
Genitivの名詞句を，そして伽では前置詞句をGrundtagmemとして
いるのである． Attributは格変化以前の名詞をGrundtagmemとし，
名詞と共に格変化するが, Adverbialeは格変化した後の名詞句（すな
わち前に述べたように前置詞句と同じ資格の名詞句）をGrundtagmemとする
のである．
接続詞についても同じことが言える．
dermenschundderaffe
l ’ ↑
1
desmenschenunddesaffe
l ’ ↑
ichliebesiemehralser
l ↑
ichliebesiemehralsihn
l ↑
本来の並列接続詞と， 名詞句をGrundtagmemとするAdverbiale
と,Appositionとは，いわば文の構造から少しはみ出しているので，次
のように表記することにする．
ersteht,undsiesitzt
l ↑ ｜ーj↑ ’
dermensch
l ↑
weiBes
↑ ’
nur
l ↑ 1
sabur6weiBes
↑ ’ ↑ ’
meinbruder
↑
＊
＊ ＊
h
ObjektとそのGrundtagmemとの間には支配(Rektion)の関係があ
る．すなわちObjektはGrundtagmemによって格を支配される．
ObjektはObligatorischである.ObjektのGrundtagmemになるの
は動詞と形容詞と前置詞である．
－273－
’
ノdenvater
イ 1
li ben
↑I
desvaters
II 1
gedenken
↑I
demvater
I l
l
gehorchen
↑
demvater
l l
gehorsam
↑’
'des
l
wiirdig
↑
vaters
I
－■■■■■■■■■■■■■■■
I
demvater
l l
gegeniiber
↑’
fiir
↑
den
I
－－
vater
l
’
desvaters
I I
wegen
↑ ’
AttributやAdverbialeはGrundtagmemの意味を補うKomple-
rnentで，辞書的意味の中心はGrundtagmemにある．このような関係
をendozentrisch(内心的）という.Objektの場合も,Grundtagmem
が動詞または形容詞の時はやはりendozentrischである．しかしGrund-
tagmemが前置詞の時は違う．前置詞は機能語で，文法的な関係を表わ
すのがおもな役目である．前に述べたように前置詞はいわば格変化の延長
である．だから辞書的意味の中心はGrundtagmemの前置詞にはなく，
KomplementtagmemのObjektの方にある．このような関係をexo‐
zentrisch(外心的）という.3
動詞や形容詞にObjektを必要とするものとしないものとがあるよう
‘に，副詞にもObjektを必要とするものとしないものとがあり,Objekt
を必要とする副詞がすなわち前置詞であると考えることもできる．だから
前置詞句はAbverbialeになるのが最も普通である．しかし副詞がAt-
tributになることもあるように，前置詞句もAttributになることがしば
‘しばある．
－274－
zur schule gehen (1) 
↑ I I ↑ 
der weg zur schule 
I ↑ ↑ I I 
(2) 
(1)の zurschuleは Adverbialeであるが， (2)の zurschuleはAt-
tributである．日本語では下の例のように， Adverbialeが Attributに
なると助詞（後置詞） に変化が起こるが， ドイツ語では前置詞に変化は起
こらない．
gakko e yuku 
I~ ↑ ↑ 
gakko e no miti 
I~ ↑ ↑ ↑ 
前置詞句が Objektになることもある．
auf den vater warten 
↑ 11 I I ↑ 
bis gegen mittag 
↑ ↑ I I 
bis nahe an die grenze ↑ ↑ l↑ I I 
I I 
(1) 
(2) 
(3) 
(3)は diegrenzeが anの Objektで， naheが andie grenze 0), 
Adverbialeで， nahean die grenzeが bisの Objektである．
前置詞の Objektには副詞がなることもある．
bis dahin 
↑ I 
von da an 
.L一↑
I -
von morgens bis abends 
↑ I I ↑ ↑ | 
(4) 
(5) 
(4)はdaがvonのObjektで， vondaがanの Abverbialeである．
(5)は morgensとabendsがそれぞれ vonとbisのObjektで， von
-275-
rnorgensがbisabendsのAdverbialeである．
AkkusativのObjektを必要とする動詞を他動詞という．他動詞の
Objektには普通の，対象物のObjekt(affiziertesObjekt)のほかに，結
果のObjekt(effiziertesObjekt)がある．たとえばderschmiedham-
mertdaseisenのdaseisenは対象物のObjektであるが,erschmie-
deteinschwertのeinschwertは結果のObjektである．そのほか
kornmahlenに対してmehlmahlen(日本語の例で言えばusudername
ohikuに対してkonaohiku)など.4einensonderbarentraumtrau-
menなどのようないわゆるinneresObjektも結果のObjektである．
fakultativなAttributやAdverbialeは一つのGrundtagmemに
対していくつ付くか数は決まっていない． しかしobligatorischなOb-
jektは数が決まっている．通常一つだけである．しかし動詞には二つの
Objektを必要とするものもある．その時は一つは常にAkkusativであ
｜
’
る．
dembettler
l l
geld
l
geben
↑’
dieehre
I 1
ihm
l
rauben
↑I
derehre
I l
berauben
↑
ihn
l ’
sich
l
tageS
I
]enes
l
erlnnern
↑I
sich
l
anjenentag
l I
erlnnern
↑’
einefremdesprache
l l
sich
l
anelgnen
↑’
Akkusativを支配する．
diemalerei
lehrenは二つの
sielehrtihn
↑
(6)
’
次のような場合は少し事情が違う．
－276－
einendummkopf
I I
(7)sie schilt ihn
↑ ｜ I
(7)の深部構造にはer
はschiltのObjekt
のSubjektである．
（8）
(6)と(7)は表面構造は同じだが，深部構造が違う．
isteindummkopfという文がある．だからihn
であると同時に，意味の上ではeinendummkopf
sieschiltihndumm
↑ ’
’ (8)の深部構造にはeristdummという文がある．だからihnはschilt
のObjektであると同時に，意味の上ではdummのSubjektである．
Modusの助動詞に対する不定詞の本動詞は本来はObjektであるが，
助動詞と本動詞とは一つの動詞のように扱う方が便利である．
(9)weintrinken
l ↑
mogen
↑’
trinkenm6gen
l l
剛weln
l ↑
本来は(9)のようにweinがtrinkenのObjektで,weintrinkenが
rn6genのObjektであるが，これは(10のようにweinをtrinkenm6gen
のObjektと考えた方がよい．
次のような場合も助動詞に準ずる．
ichh6resingen
l l
伽
’ s1ngen
－
↑
dasliedich h6re
l
(12
’
｜
I
’ ●s1ngen
-
↑
h6reihnich (13
’ ’’ich h6reihndaslied二｜ ’
u4s1ngen
I
↑
’ ’ich lehreihnmalenI L－－↑
(13
－277－
?
’1
’ ’
ich helfe ihmarbeiten
一｜ ’ ↑
、
’
’ ’ich lasseihn・kommen－－」 ｜ ’ ↑
剛
derweinl"｡ifh,trinken m
-｜’ ↑
これらの例でも，表面構造ではsingenh6ren(11～14),malenlehren
⑱, arbeitenhelfenm,kommenlassen(17),trinkenlassen⑱を一
つの動詞のように考えるべきであろう． しかし深部構造を考えると，伽に
はmansingt,脳にはmansingtdaslied,(13にはersingt,(14)には
ersingtdaslied,mにはermalt,㈹にはerarbeitet,(11にはer
kommt,側にはmantrinktdenweinという文が隠れている．伽，
側,側では深部構造のmanが消え，⑬，側,03,(11ではerがihnにな
り，㈹ではerがihmになり,(13ではdenweinがsichになっている．
上のような場合のほか，普通に動詞がObjektになる時にはzuの付い
た不定詞が使われる．
esfangt
l
anzu
l l
regnen
I
小 I
derknechthat
↑
zugehorchen
l I
’
zudenken
l l
dasgibt
↑ I
zuの付いた不定詞句はまた前置詞um,ohne,stattのObjektになる
こともある．
副文がObjektになる場合：
ichwii eqenIag
型-塑畔幽聖nneremich,爪icheri
－278－
L
副文もohneda6…,auBerda6…,uBerwenn…のように前置詞の
Objektになることがある．
＊
＊ ＊
PrMiIEativはKopula動詞（その代表的なものはsein)のobligatorisch
なKomplementである.Kopulaは機能語であるから,Kopulaと
Pradikativとの関係はexozentrischである．KopulaはPradikativ
を動詞句にする働きをする．
座¥雪雫Ⅲ (1)
daskindisteinschtiler
I 」 A l l (2)
畔型寧Ⅲ (3)
(1)では動詞のspieltが,(2)では動詞句のisteinschtilerが,(3)で
は動詞句のistkleinが,daskindをSubjektとするPrMikatである．
そして（2）のeinschiiler,(3)のkleinがistのPradikativである．
Pradikativの典型的なものはNominativの名詞句と形容詞とである．
?」
kindgehorchtdeneltern (4)
#aSkinqEdenelterligehorsaml l (5)
(4)のgehorchtと(5)のistgehorsamとは同じ働きをしている．どち
らもdenelternをObjektとし,daskindをSubjektとするPradikat
である．そして（5）ではgehorsamがistのPradikativである.en
elterngehorsam全体をistのPradikativと考えることもできるけれど，
それよりも上のように考える方が便利である．前に述べたweintrinken
m6genで,weintrinkenをm6genのObjektと考えるより,weinを
trinkenm6genのObjektと考え･る方がよいのと同じである.wein->
－279－
????????
’??????????
trinkenはendozentrischであるが,trinken→m6genはexozentrisch
である．同様にdeneltern→gehorsamはendozentrischであるが，
gehorsam→seinはexozentrischである．このような場合にはexo‐
zentrischな結合をendozentrischな結合に先行させるべきである．
sieh6rtihnsingen （6）
sieschiltihndumm （7）
sieschiltihneinendummkopf（8）
(6)にはersingt,(7)にはeristdumm,(8)にはeristeindummkopf
という文が深部構造にあることは前に述べた． これらの文が表面構造の
Objektになる時,NominativはAkkusativになり，定動詞は不定詞に
なる． しかしKopulaのistは不定詞にならずに消えてしまう.(7)の
dummと(8)のeinendummkopfは消えたKopulaのPradikativ,
すなわちObjektのihn(深部構造ではSubjektのer)に対するPradikativ
である．だからObjektspradikativという．
Objetspradikativをもつ文をPassivにすると,Objektspradikativ
はSubjektspridikativになる．
erwirddummgescholten （9）
erwirdeindummkopfgescholtenuO
(7)，（8）のPradikatがschiltであるように,(9),(10のPradikatは
wirdgescholtenである．そしてそれに，深部構造のPradikativの
dummとeindummkopfとがKopulaを失って付いている．このよう
にPradikatの動詞（または動詞句）に,Kopulaを失ったPradikativが
付いている時， それがObjektに関係していればObjektspradikativと
いい, Subjektに関係していればSubjektspradikativというのである．
垂’erlsprangerregt
↑
このerregtはただのAdverbialeではない．この文の深部構造にはer
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Mrarerregtという文がある．ertanzteという文にersangという文を
einbetten(埋め込み）すると,ertanztesingendという文ができる．同
様にersprangaufという文にerwarerregtという文をeinbetten
すると, ersprangauf,erregtseiendという文ができるはずである．
しかし実際にはKopulaのseiendが消えてersprangerregtauf
となるのである．だからこのerregtはSubjektspradikativである．
ichbetrachteteihnalsmeinenbestenfreundI11)
siehaltihnfiireinendummkopf（1剛
siehatihnfiirdumm 側
01)のalsmeinenbestenfreund,脳のftireinendummkopf,(13
‘の髄rdummもObjektspradikativである．この場合はalsまたは
fiirがKopulaの代りをしているとも考えられる．
ergiltfiireinendummkopf（14）
ergiltfiirdumm 閲
（14のfiireinendummkopfと(13のftirdllmmはSubjektspradika-
tivである．この場合のgeltenはgehaltenwerdenとほとんど同じ
意味である．
｜
erwirdgroB
↑
このwirdはistのように純粋ではないが，やはりKopulaである．
Pradikatの本体はwirdの方ではなくPradikativのgroBの方にある
からである．すなわちgroB→werdenという結合はexozentrischであ
る． このように純粋でない（少し余分な意味を含んでいる)Kopulaには，
werdenのほかにscheinen,bleiben,heiBenなどがある．
冠詞類を除いて,Attributになり得る語句はたいていみなPradikativ
にもなり得るはずである.s
副詞の例：
－281－
！
｜’
diekindersinddort
↑
diezeitistvorbei
↑
dietiiristzu
↑ ｜
－ I
前置詞句の例
1
diekinders
eristausderschweiz
↑砦一一F
eristvonedlerherkunft
不定詞の例：
(10lesenh 。enKODIeqe
???????????????????
?
??、????
?
???
?
?
?
?
?
?
??
????
?
???????????
?
??
?
?
?
??
??
(17）
(13
旧の深部構造にはmanliestとmandenktmiteinemfremden
kopfe,㈹の深部構造にはerflieht,側の深部構造にはmanverkauft
dashausという文がある．(13のzuの付いた不定詞は特殊な用法で，こ
れからdaszuverkaufendehausのようなAttributが作られる．
Genitivの例：
gebtdemkaiser,wasdeskaiserSist
ｰ-F≦↑
ichbindeinermeinung
↑砦一Fョ
堅芋竺雪s1eware、
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GenitivをPradikativに使うのは古い用法で，今は慣用句のほかあま
り使わない．
副文の例：
erbleibt,wasergewesenist
次のような場合を考えて見よう．
derbaumstehtimgarten
↑÷戸
(19
er'iegtnicht'erstin上座雲堅120’
mtjnchenliegtanderisar
卜岩二
ﾛ1）
dasliebespaarli零t翌-竿雪 剛
側のimgarten,伽のanderisarはobligatorischである．これらは
Abverbialeではなく,Pradikativである．すなわち側のsteht,伽の
liegtはどちらもistとほとんど同じ意味で,Kopulaの働きをしている
に過ぎない． しかし剛のimgarten,鯛のanderisarはfakultativ
なAdverbialeである．剛のsteht,剛のliegtはKopulaではない.6
derlbaumstehtim､gartenll 側
er､stehtim,gartenll "
Imiinchenliegtander､isarllCD
daslliebespaar､liegtander,isarll e"
発音の上ではこのように区別される．
I
＊
＊ ＊
SubjektのGrundtagmemはPradikatである．Pradikatは文
(Satz)の中心である．そしてPradikatの文法的中心は定動詞(Verbum
???
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’finitum)である.Subjektと定動詞との間には人称と数の一致(Kongruenz)
がある. Subjektはobligatorischである．Subjektは通常Nominativ
の名詞句である．
derstudentkauftbeimaruzeneinbuch
この文はkaufenという動詞が中心で，すなわちこれがPradikatで，
それにeinbuchというObjektと,beimaruzenというAbverbiale
が付き，そしてderstudentというSubjektが付いたために定動詞に
なったのである.Pradikatが動詞でない時にはKopulaを必要とする．
honokau(kai,kaeba,katte…)(1)(a)
計三－1
maruzendekau(kai,kaeba,katte…)(b)
些一亡一』 ↑
ゼ竺竿雪罫｡伽，…伽．…） ’‘！
日本語ではこのように(a)のhonoというObjektも,(b)のmaruzen
deというAdverbialeも,(c)のgakuseigaというSubjektも,kau
という動詞に対する関係は同じである（いわゆる連用格である)．動詞が変化
しても変わらない．
侶些竺呼en(kaufend,gekauft…)(2)(a
beimaruzenkaufen(kaufend,gekauft…)(b)
ー－Fヨ ー↑
derstudentkauft(kaufte) （●）
ー一｢一二 ↑
ドイツ語では(a)のeinbuchというObjektと(b)のbeimaruzen
というAdverbialeとの動詞kaufenに対する関係は同じであるが,(c)
のderstudentというSubjektの場合は違う.Subjektの時は動詞が
必ず定動詞になる．
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日本語には定動詞というものがない． 日本語のSubjektはObjekt,P
Adverbialeと同じく動詞句（日本語では形容詞も動詞句になる）のKomple-
mentに過ぎない．だからObjektを二つとる動詞があるように,SUbjekt
を二つとる動詞も日本語にはある.7
｜
’
karewadoitugogahanaseru
26w3Inanaginagal
またSubjektに動詞のどんな形でもつながるので，関係代名詞という
ものがなくてもすむ．
｜
’
(3)(a)弩-gkiugaMF↑ sel
(b)gakuseigakauhon
(a)のkauも(b)のkauも連体形である．
derdasbuchkaufendestudent(4)(a)
derstudent,derdasbuchkauft(a')
*dasderstudentkaufendebuch(b)
dasbuch,dasderstudentkauft(b')
(3a)に相当する(4a)は可能であるが,(3b)に相当する(4b)は不可
能である. kaufendeは日本語の連体形に相当するが，これはObjektに
はつながるけれどSubjektにはつながらないからである．
日本語のSubjektとドイツ語のSubjektとはこのように違っている．
これは日本語に定動詞がないからである． 日本語のSubjektは○bjekt
､Adverbialeと同じく動詞句のKomplementに過ぎないが，ドイツ
?
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’の語SubjektはObjektやAdverbialeとは違って，動詞句のKomple-
mentであるばかりでなく，それ以上の働きもしている．いわばSubjekt
と定動詞とで文の背骨を形作っているのである． 日本語の文にはこのよう
な背骨がないわけである．
ドイツ語の文の基本型は次のようである．
’
SubjektlVfAdverbialeObjektPradikat
Vfは定動詞(Verbumfinitum)である，定動詞はPradikatの一部で
ある. Pradikatが動詞一つから成る時はその動詞が定動詞となってVf
の位置へ行き,Pradikatの位置は空虚になる．Pradikatが本動詞と助動
詞とから成る時は助動詞が定動詞となってVfの位置へ行き，本動詞は
Pradikatの位置に残る.PradikatがPradikativとKopulaとから
成る時はKopulaが定動詞となってVfの位置へ行き,Pradikativが
Pradikatの位置に残る．
これはいわゆる定動詞正置の文である． この基本型を一定の規則に従っ
てtranSformieren(変形）することによって，いろいろ複雑な文が作ら
れるのである．
Subjektは通常,文の主題である．しかし前にAdverbialeのところで述
べたように,文の主題は常にSubjektであるとは限らない．ドイツ語では
到置文においては文の初頭に来ているTagmemが主題になることが多い．
dermannkommtheute （5）
heutekommtdermann （6）
ichtrinkegernbier （7）
biertrinkeichgern （8）
（5）はSubjektが主題で，「その男はきょう来る」の意味, (6)はAdver-
bialeが主題で，「きょうはその男が来る」の意味, (7)はSubjektが主題
で， 「わたしはビールが好きだ」の意味， （8)はObjektが主題で，「ビー
ルなら好んで飲む」の意味である．
⑨
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(9)kodomowaokasigasukida
I
(10●伽wak●12"｡"LT'
(11）kodomowaokasiokonomu
(1帥ok muL)uoIIlog乱腿onc
’
(13okasiwachocola準s寧局三 ↑
okasiwachocolateokonomu
L胃 ↑ 甲↑
'14）
（9）にはkodomowaとokasigaと二つのSubjektがあり,kodomo
waの方が主題である．日本語では主題には通常waという助詞が付く．
Subjektを表わす助詞はgaである．川にも(9)と同じ二つのSubjekt
があるが,今度はokasiwaが主題になっている．伽にはkodomowaと
いうSubjektとokasioというObjektとがあり,Subjektが主題であ
る．脳にも(1Dと同じSubjektとObjektと力:あるが，今度はObjekt
が主題になっている.(13の主題のokasiwaはchocolategaとApposition
の関係で，そのchocolategaがここではSubjektになづている．この場
合はSubjektが二つあるのではない.側の主題のokasiwaもchocolateo
とAppositionの関係で,今度はそのchocolateoがObjektになっている．
側a
1
1
｜
’
－287－
?
ano ie no yane no kawara wa iro ga kirei da 
L.,_j 
16) 
ano ie no yane wa kawara no iro ga kirei da 
L_」し U7l 
ano ie wa yane no kawara no iro ga kirei da 
~ U8l 
(15)には Subjektが一つあって，それが主題であるが,(16), (17), (18)には
それぞれ Subjektが二つあって，そのうちの一つが主題になっている．
~Ii~ ↑ r 巴~已竺
auf dem tisch. liegt ein buch 
I I I ↑ ヒー丁――」
es liegt ein buch auf dem tisch 
|↑＋ー I I I 
(19) 
i20) 
(21) 
U9lは Subjektの dasbuchが主題で，「本は机の上にある」の意味，
(20)は Adverbialeの aufdem tischが主題で，「机の上には本がある」
の意味,(21)は einbuchとAppositionの関係にある無内容な形式語 es
が主題—ということは， 本当は主題がないということ-―ーで，「本が机
の上にある」（「それは「本が机の上にある』ということである」）の意味であ
る． 日本語ではU9lは「本は…」,(21)は「本が・・・」のように区別する．
注
1 ただし単に場所の移動を表わす動詞には移動の目的場所を表わす Adverbialeが
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obligatorischである．たとえばzurschulegehen．しかしこんなのはむしろ
全体を一つの熟語動詞と見るべきであろう．
格変化がだんだんなくなって行くと語順がこれに代わるようになる． ドイツ語で
はderjungeliebtdasmadchenをdasmadchenliebtderjungeとして
ももとの意味はあまり変らないが，英語でtheboylovesthegirlをthegirl
lovestheboyとしたら全く別の意味になる．ドイツ語では格によって名詞と動
詞との関係が表わされているが，英語では語順によって表わされているからであ
る． ドイツ語でもdiemutterliebtdietochterをdietochterliebtdie
rnutterとしては，これだけではもとの意味を保つことが困難であるが，前後の
関係によってもとの意味を保つことができる．たとえばdietochterliebtdie
mutter,aberdensohnliebtsienicht.
動詞でもhabenのような機能語がGrundtagmemになっている場合はexo‐
zentrischである．
Subjektにも結果のSubjektがある.yugawaku;hanagasakuなど．
冠詞類でも所有形容詞はPradikativになり得る:dieserbleistiftistmein.
ichdenke,alsobinichのbinもKopulaではない．
日本語で二つSubjektがある場合，一つのSubjektはたいていドイツ語の：
Dativdeslnteressesf>possessiverDativに相当する:mirschmerztder
kopf(わたしは頭が痛い);mirwarebesser,ichwareniegeboren(わた
しは生まれなかった方がよかった)．
2
3
????
DasSyntagmadesDeutschen
Kひ6"〃Ⅳ"〃0
DieEinheitdesParadigmassollD老ｿ"ew@heiBen,unddieEin-
heitdesSyntagmassollTIZgｿ"gw@heiBen.
DiekleinsteEinheit,diealsTagmemfunktioniert,istdas
Morphem,aberhiersolldasWortalsdiekleinsteEinheitgelten.
EsgibtGγ""〃αgw2eweundKo"""09"がαgｿ"ew@9.DieKomple-
menttagmemesinddiegrammatischenKomplementederGrund-
tagmenle.
Esgibto6ﾉ迄z"o"scheKomplementeund〃た""α伽eKomplemente.
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Gewöhnlich ist das Grundtagmem der Mittelpunkt hinsichtlich 
<ler lexikalischen Bedeutung. Dann ist die Beziehung zwischen 
dem Grund- und dem Komplementtagmem endozentrisch. Aber im 
Falle, daß das Grundtagmem ein grammatisches Funktionswort 
ist, und daß der Hauptträger der lexikalischen Bedeutung das 
Komplementtagmem ist, dann ist die Beziehung zwischen dem 
Grund- und dem Komplementtagmem exozentrisch. 
Die Oberflächenstruktur der Sprache stimmt nicht immer mit der 
Tiefenstruktur überein. 
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